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CDEならが目指すもの 
―奈良糖尿病療養指導士認定委員会―

岡田 定規（おかだ さだのり）
奈良県立医科大学 臨床研修センター／糖尿病・内分泌内科学・医師
奈良糖尿病療養指導士認定委員会 代表

　奈良糖尿病療養指導士（CDEなら）認定委員会は、2016年創立の奈良県の地域糖尿病療養指導士（CDEL）
認定団体です。2017年以降、年2回の認定講習会を開催し、奈良県で活躍する多職種医療スタッフとともに
CDEならを育成しています。CDEならを通じてつながる多職種ネットワークを大切にし、CDEL後発組だからこそ
持てる柔軟性を活かして、職場や職種の垣根を越えて地域で活躍する糖尿病診療スタッフを育成しています。

●糖尿病療養指導士認定団体の概要
名　称：奈良糖尿病療養指導士認定委員会
事務局：奈良県橿原市四条町840　奈良県立医科大学　糖尿病・内分泌内科学講座内
認定資格の名称：奈良糖尿病療養指導士（愛称：CDEなら）（図1）
創立年：2016年
認定委員会の構成：医師3人、歯科医師1人、看護師5人、薬剤師3人、管理栄養士2人、理学療法士2人、臨床検査技師3人
認定者数：207人（2025年2月現在）
認定職種：看護師、准看護師、薬剤師（病院・調剤薬局）、臨床検査技師、理学療法士、保健師、管理栄養士、栄養士、医師、歯科
医師、歯科衛生士、介護職、その他（放射線技師、メディカルクラーク等）

CDEならの立ち上げ

　奈良糖尿病療養指導士認定委員会（以下、CDEな

ら認定委員会）は、奈良県で糖尿病診療に携わる医療

従事者を対象としたCDELを認定するためにJADECな

ら（奈良県糖尿病協会）の下部組織として設立されまし

た。当時の奈良県には糖尿病専門医やCDEJ（日本糖尿

病療養指導士）が在籍する医療機関は限られており、奈

良県全域で糖尿病のある人を支える医療スタッフを育成

することが急務でした。CDEなら認定委員会の立ち上げ

には、南奈良総合医療センターの管理栄養士 吉井雅恵

さん（当時）と奈良県立医科大学 地域医療学講座の医
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CDEならロゴマーク図1

CDEなら創立時に作成したロゴマークです。認定者
に贈られるCDEなら認定バッチにもこのロゴがあし
らわれています。

2017年9月第1回CDEなら認定講習会のハンドブック図2

冊子の作成・印刷・製本か
ら全て手作りです。当時は
講義がメインで構成され
ていました。

師 赤井靖宏さんが主体となって取り組まれ、お二人の強

力なリーダーシップのもと、奈良県内の多施設・多職種の

医療スタッフが運営に携わり、手作り、手探りで開始しまし

た。初めて講習会を開催した際には、講義に使用するハン

ドブックもスタッフ自らが作成・印刷・製本し、直前まで準

備に追われていたことは今では良い思い出です。設立当

初は数人で構成された団体でしたが、少しずつ仲間を増

やし、現在の7職種・19人の構成になっています。

　CDEなら認定講習会を通じて、2017年以降年間約50

人の医療スタッフがCDEならを取得しています。当初は1日

（7時間）の講習会として、午前中から午後にかけて知識

修得を目的とした多職種による講義を行い、その後、血糖

測定手技等の実習やスモールグループによる事例検討を

行っていました（図2）。1日がかりの講習会は講師側だけ

でなく受講者も大変でしたが、待望の奈良県CDELの誕

生とあって、奈良県内の様々な医療機関・職種の方が積

極的に受講してくださり、私達も毎回新鮮な刺激をいただ

きました。

コロナ禍のオンライン講習会

　2020年以降の新型コロナウイルスのパンデミックの時期

には、従来のような対面講習会の開催が困難な状況にな

りました。コロナ禍の中でも安定した学びの場を設定する

ために、奈良県立医科大学 臨床研修センターおよびイ

ベント運営会社（株式会社イベント21）の協力を得て、オン

ライン（Zoom）でのCDEなら認定講習会に切り替えまし

た。オンライン講習会では、従来半日以上かけて実施して

いた講義をYouTube動画としてオンライン上に整備し、

各自で事前に学習してもらうように設定しました。また、各
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現在の認定講習会の風景図3

2025年1月に開催したCDEなら認定講習会のスモールグループでの事例検討の様子です。
オンラインにはないコミュニケーションが生まれ、CDEならネットワーク作りに役立っています。

動画講義には確認問題を設け、オンライン講習会当日に

はライブで確認問題の解説を行う反転授業形式とするこ

とで当日の講義時間を短縮しました。事例検討にはZoom

のブレイクアウトルーム機能を利用し、スモールグループ

で双方向性の討論を行う場を作りました。受講者からは、

YouTube動画による講義視聴について「自宅や職場等

で自分のペースで視聴できる」「繰り返し視聴できる」「確

認問題を通じて理解が深まる」といった好意的な反響が

多数寄せられました。また、オンライン講習会は自宅等でリ

ラックスして講習会に参加できることや、感染症対策のた

めに集合研修に参加できない施設のスタッフも参加でき

るというメリットがある反面、講師・受講者のコミュニケー

ションは取りにくく、CDEならの仲間を広げにくいという課

題が浮かび上がりました。

コロナ禍を経て、再び対面での講習会開催へ

　2023年、CDEなら認定委員会の代表が赤井靖宏さん

から筆者（岡田定規）に代替わりした際、CDEならの目標

として「糖尿病診療スタッフに対する糖尿病診療のアップ

デート支援」に加えて、「地域で活躍するCDEならのネット

ワーク作り」を掲げました。特にCDEならのネットワーク作り

にはCDEなら認定者とのコミュニケーションが必須です。

そこで、2023年9月の認定講習会からはオンライン講習会

の経験から得られた良い部分は残しつつ対面での講習

会を再開しました。具体的には講義の多くをYouTube動

画による反転授業として残しつつ、スモールグループでの

事例検討は対面で行う形式としました（図3）。それにより、

従来は7時間の出席が必要であった講習会を4時間に

短縮することができ、事例検討の時間もより長く確保でき

るようになりました。受講者からは対面でのコミュニケー

ションを歓迎する声とともに、「多職種での意見交換が有

意義であった」「職種が変われば視点が変わることを実

感した」といった職種を超えたコミュニケーションを喜ぶ

声が多く聞かれました。引き続き、CDEならのネットワーク

作りを目指し、コロナ禍を経てオンライン講習会の有益性

を知った上で改めて対面での講習会にこだわっていき

たいと考えています。これら一連の取り組みをまとめ、第

11回JADEC年次学術集会でポスター発表をさせてい

ただきました（図4）。

CDEなら保健指導コースの立ち上げ

　2023年に奈良県立医科大学 公衆衛生学講座から衝

撃的な報告がありました。奈良県の国民健康保険データ

ベースの解析によると、奈良県において特定健診で初め

て糖尿病が疑われた人（HbA1c≧6.5％）のおよそ3分の

1の人が医療機関を受診していないというものです。さら

に、HbA1c≧10％の人においても、2割の人は医療機関を

受診されていませんでした。そこでCDEならでは、医療機

関に受診されない人に対

するアプローチを強化する

ことを目的に、行政で保健

指導に関わる医療専門職

との連携を強化する方針に

しました。行政・医療の相

互コミュニケーションを推進

するために、2024年9月から

「CDEなら保健指導コー

ス」として、行政に勤務され

ている保健師・管理栄養
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2024年7月に開催され
た第11回JADEC年次学
術集会にて、コロナ禍の
経験を通じてCDEならが
目指す方向性を発表し
ました。

第11回JADEC年次学術集会ポスター図4

士とともに医療機関勤務のCDEならスタッフが共に事例

検討会を行う研修会を開始しています。今後、CDEならの

ネットワークに医療機関スタッフだけでなく奈良県全域の

行政スタッフが加わることを夢見て、企画を盛り上げていき

たいと考えています。

今後の展望・抱負

　奈良県におけるCDELの活動は全国では後発組で

す。まだまだ規模も小さく、他府県CDELの取り組みに遠

く及ばない部分もたくさんありますが、その分たくさんの先

行事例をみて学ぶことができています。CDEならはこぢん

まりとした団体である分、メンバー同士の距離が近いこと

が強みです。今後も多職種で協働して、CDEならの目標

である「糖尿病診療スタッフに対する糖尿病診療のアップ

デート支援」「地域で活躍するCDEならのネットワーク作

り」に邁進していきたいと思います。
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